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 74万人の人口を擁する住宅都市としての特性を活かした、中小企業の事業活
動の活性化と商店街の魅力づくり 
 
 
 区内には、２万を超える事業所が存在し、多様な企業活動を行っています。 
 産業別の構成では、卸売業・小売業、医療・福祉業、飲食サービス業等の、区
民の日常生活に密着・関連した産業が約 75％を占めています。 

令和４年度に実施した「事業所実態調査」では、様々な業種で、新型コロナウ
イルス感染症や物価上昇等の影響を受けながらも、新たな商品開発を始めとし
た事業拡大等を進めている実態が明らかとなりました。区内経済の発展には、こ
うした意欲ある事業者の更なる事業展開を支援する取組が必要です。 

また、調査では、多くの区内事業者が、自社の商品・サービスの情報発信、デ
ジタル化の取組、人材確保に課題を抱えていることも明らかとなりました。こう
した個別の経営課題の解決に向けた支援の充実も求められています。 

商店会数は、店舗経営者の高齢化や後継者不在により年々減少し、商店会の組
織力が低下しています。一方、商店街の賑わいを創出したい・活性化させたいと
考えている意欲的な商店会や個店が存在しています。意欲ある商店会や個店の
取組への支援を通じて、商店街の更なる活性化につなげていく必要があります。 
 商店街においても、キャッシュレス決済への対応など、デジタル化の推進が求
められていますが、専門的なデジタル知識を持った人材や環境整備に係る資金
が不足しています。商店街のデジタル化推進に向け、令和４年度から展開してい
る「スマート商店街プロジェクト」を練馬区商店街連合会等と連携しながら、更
に充実していく必要があります。 
 
 
 
 
 
 

令和 10 年度末の目標 

現状と課題 

意欲ある事業者の支援と商店街の魅力づくり 

戦略計画 18 
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１ 積極的な事業展開に取り組む事業者への支援【新規】 
  新商品・新サービスの開発、新市場への参入等の積極的な事業展開に取り組

む事業者に対して、必要な費用の一部を補助するとともに、中小企業診断士等
で構成する専門家チームが、事業計画の策定・実行を伴走支援します。 

  また、区内大学等と連携して、商品・サービス等の魅力を発信する企業活動
を支援します。 

２ 企業活動のデジタル化への支援【継続・新規】 
練馬ビジネスサポートセンターでの専門相談、デジタル化等支援融資等を

引き続き実施します。また、企業活動のデジタル化を試行できるよう、会計ソ
フト等の業務効率化に資するソフトを設定したタブレット等の無料貸出事業
を新たに開始します。 

３ 人材確保に向けた場を提供【新規】 
  区内事業者と求職者とのマッチングの場として、気軽に参加できる交流会や

合同説明会を実施するとともに、職場見学ができる機会を設ける等、区内事業
者の人材確保を支援します。 

４ 商店会や個店の意欲に応える３つのサポート【充実】 
個性あふれる意欲的な個店同士が取り組むイベント事業等に対する補助制

度を充実し、魅力ある商店街を増やしていきます。 
個々の商店街活動の枠を超えて、商店会同士や民間企業など多様な主体が連

携して商店街のにぎわいの創出に取り組めるよう、補助制度を充実します。 
空き店舗を活用した、お客が集まる魅力的な店舗の誘致活動に対する支援を

通じて、商店街の魅力向上や活性化につなげます。 

５ スマート商店街プロジェクトの更なる展開【充実】 
SNS 等を活用した魅力発信など「商店街を“知ってもらう”・“来てもらう”」

取組に対する既存の補助制度を充実します。SNS 等を活用したクーポンを配
信するなど「商店街に“また来てもらう”」ための取組を支援し、商店街のデジ
タル化を更に推進します。 

  

5 年間の取組 
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 練馬の魅力である都市農業を振興し、多面的な機能を持つ都市農地を保全 
 
 

東京という大都市の都心近くに立地しながら、練馬区では生活と融合した生き
た農業が営まれています。 

これまで、認定農業者や都市型認定農業者制度の適用、農業体験農園や果樹あ
るファームの経営支援、マルシェの開催や生産緑地の貸借による営農拡大促進
など、農業経営に積極的な農業者へ様々な支援を実施してきました。こうした取
組を今後も継続していく必要があります。 

一方、農業者の中には支援が届いていない方も多くいます。持続可能な都市農
業の実現には、より幅広い層への経営支援が必要です。個々の農業者の状況を把
握し、それぞれに応じた丁寧な支援が求められています。 

生産緑地の貸借は、農地保全や担い手不足の解消に効果的であり、一層の拡充
が望まれます。今後は、新規の就農者や参入事業者向けに支援を検討する必要が
あります。また、農業者の中には、農地を貸すことに対する不安感を持つ方も多
く、制度の更なる理解促進が必要です。 

高松一・二・三丁目地区と南大泉三・四丁目地区の 2 地区を「農の風景育成地
区」に指定し、地域の PR 活動や収穫体験などを支援してきました。高松地区で
は「高松みらいのはたけ」を開設しました。今後の地区の保全・育成について、
地域の皆様とともに検討していく必要があります。 

令和元年に開催した世界都市農業サミットや令和５年 11 月に開催した全国都
市農業フェスティバルの成功により得られた農業者の意欲の高まりや参加都市
との繋がりを維持していくため、参加都市による連携を始め、農業者の機運向上
に繋がる取組を充実させていく必要があります。

令和 10 年度末の目標 

現状と課題 

生きた農と共存するまち練馬 

戦略計画 19 
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１ 区民が農に親しむ取組の充実【充実】 
農業者と区民が触れ合う「ねりマルシェ」の開催や気軽に摘み取りが楽しめ

る「果樹あるファーム」の PR 支援等を引き続き積極的に推進します。また、
野菜の収穫体験等を行える「ベジかるファーム」の拡充など、区民が農に親し
める取組を充実していきます。 

２ 個々の営農状況に応じた支援【新規】 
ＪＡ東京あおばが計画している全戸訪問や農業委員会の農地調査を活用し

ながら、営農継続に必要な労働力の有無、家族状況、抱えている技術的不安な
どの情報をヒアリングします。個々の状況を把握したうえで、必要に応じて相
談支援を行っていきます。 

３ 農地の借り手となる担い手確保の強化【充実・新規】 
農業者個々の意向や状況に応じた働きかけを強化し、生産緑地の貸借制度活

用を推進します。 
東京都農業改良普及センターと連携し、営農アドバイスやセミナーを開催す

るなど、多様な担い手の確保に努めます。また、新規参入を希望する個人・法
人等向けに、都事業を活用した農業機械・農地整備に要する経費の支援などを
開始します。 

４ 農の風景育成地区における取組の推進 
農の風景育成地区に指定されている高松地区および南大泉地区において、農

業者や地域住民等の活動を引き続き支援し、農地保全に取り組みます。 

５ 農業者と区民の機運の醸成【充実】 
世界都市農業サミットおよび全国都市農業フェスティバルの成果をふまえ、

農業者の意欲向上や区民の理解促進に繋がるイベントの開催について検討し
ます。また、全国都市農業フェスティバルの参加都市との意見交換を継続し、
連携を深めます。 

  

5 年間の取組 
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 文化芸術活動とまちづくりが一体となって展開されることで、日々の暮らし
の中で文化芸術が根付いている 
 
 

これまで、都心に行かずとも、みどりの中で誰もが優れた文化芸術を楽しめる
まちの実現に取り組んできました。こうした取組が評価され、「みどりの風 練
馬薪能」や「真夏の音楽会」は、練馬を代表するイベントとして定着してきまし
た。 

区には、昭和初期から数々の映像作品が生まれてきた歴史があるほか、令和 5
年４月に石神井公園ふるさと文化館長に就任した村上もとかさんをはじめ、多
くの漫画家が居住するなど、映像に関する資源が数多くあります。作品、人、場
所が揃った練馬ならではの取組が期待されています。 

令和５年６月にオープンした「ワーナー ブラザース スタジオツアー東京 - 
メイキング・オブ・ハリー・ポッター」には、国内外から年間 300 万人もの来場
が想定されています。さらに、区立美術館は約 7,600 点の収蔵品の活用や大規模
企画展が開催できるよう、美術館再整備基本構想に基づき、令和９年度に美術館
および併設する貫井図書館の全面リニューアルを予定しています。中村橋駅周
辺を「美術館のあるまち」として、まちの魅力をさらに高め、誰もが文化芸術を
楽しめる拠点となるような取組が必要です。 

こういったチャンスを、区の文化芸術の魅力を高める絶好の機会ととらえ、魅
力的な事業展開を行い、効果的に発信することで普段の暮らしの中に文化芸術
を楽しめる機会を充実させていく必要があります。 

「これからの図書館構想」に基づき、区民の身近にある図書館は、知的探求心
を深める情報の充実や多様な学びの機会の提供を図るため、環境を整備する必
要があります。 
 
 
 
 

令和 10 年度末の目標 

現状と課題 

みどりの中で優れた文化芸術を楽しめるまち 

戦略計画 20 
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１ 美術館・貫井図書館の全面リニューアル推進【充実】 
美術館再整備基本構想で掲げる「まちと一体となった美術館」、「本物のアー

トに出会える美術館」、「併設の図書館と融合する美術館」の３つのコンセプト
の実現に向け、練馬独自の新しい美術館・図書館を創造します。 

美術館・図書館のリニューアルにあわせて、美術のまち構想に基づき、中村
橋駅周辺の街並み整備等に取り組みます。ハード・ソフト両面から「アートを
感じられるまち」として、魅力を高めていきます。 

美術館リニューアルに向け、「もっともっとアートプロジェクト」を旗印に、
新しい発想によるイベントの開催や、区の文化芸術の魅力を総合的に発信する
広報に取り組みます。 

２ 文化芸術イベントの充実【充実】 
「真夏の音楽会」や「みどりの風 練馬薪能」を引き続き実施します。大谷

康子さんプロデュースによる、野外の開放的な雰囲気の中で音楽を親しむ「ね
りまの森の音楽祭」をはじめ、名誉区民であり、人間国宝である野村万作さん
らの協力により、能楽公演を新たに開催します。また、区ゆかりの芸術家の方々
と連携し、更なる文化芸術の取組につなげます。 

３ 練馬の歴史を活かした映像文化のまちづくり【充実】 
東映やワーナー ブラザースと連携した映画上映会の実施や区ゆかりの漫画

家と連携したイベントの開催など、区の映像文化資源を活かした、誰もが気軽
に楽しめるイベントを実施します。 

映画、アニメ、漫画のコンテンツの活用や、スタジオツアー東京などとの連
携により、子どもの頃から映像文化に触れ、興味を持つきっかけとなる体験授
業の充実を図ります。 

４ 電子図書館の実現に向けた取組の推進【新規】 
区立図書館の利便性を高めるため、利用登録手続きのオンライン申請、利用

カードのデジタル化や電子書籍貸出しサービスを導入します。全児童生徒へ配
備しているタブレットパソコンを使って読書活動等を推進するほか、文字拡大
や音声読み上げ機能などにより障害者や高齢者の読書活動を支援します。 

また、地域資料のデジタルアーカイブ※1 化に取り組みます。 

５ 練馬の魅力を効果的に発信【充実】 
令和５年度から実施している「区内周遊ツアー」のメニューを充実するとと

もに、年間催行本数を増加し、区内の魅力発信につなげます。 
区の魅力発信等を行う拠点である観光案内所の在り方についても、産業振興

公社と連携して検討します。 

5 年間の取組 

※１ デジタルアーカイブ…有形無形の文化資源などをデジタル情報として保存し、データを公 
開することで、多くの人がインターネット上で共有・利用できる仕 
組みのこと 
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 様々なスポーツを楽しめる施設を整備し、みどりの中で誰もがスポーツの楽
しさを実感できる機会を充実 
 
 
 健康志向の高まりなどを背景に、スポーツに対するニーズが益々大きくなっ
ています。また、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会などを契機
として、アーバンスポーツやパラスポーツへの注目が更に高まっています。 
 スポーツ施設の利便性向上に向け、人工芝化や夜間照明の設置などのリニュ
ーアルを行ってきたほか、車椅子テニスに対応した庭球場の新設、車椅子バスケ
などに対応した体育館の床の改修など、パラスポーツに対応した施設の整備も
行ってきました。 

平成 28 年度に初めてユニバーサルスポーツフェスティバルを開催して以来、
内容を充実して地域に展開し、車椅子ラグビー体験会など、多くの人が参加でき
るイベントを開催しています。 

今後も、様々なスポーツに対応した施設の整備やイベントの開催など、身近な
場所でスポーツを楽しめる機会、環境の充実に取り組む必要があります。 
 総合体育館は、昭和 47 年に練馬区内で最初の区立体育館として開設しました。
老朽化やバリアフリーなど設備環境の改善、競技種目が多様化する中で現状の
施設機能ではニーズに対応できていないといった課題があります。 
 令和４年度にはコロナ禍で中止となっていた練馬こぶしハーフマラソンを４
年ぶりに再会しました。回を重ねるごとに定着し、今では 3,000 人を超える区民
と、日本全国のランナーが 2,000 人も集う屈指の人気を誇る大会へと成長しま
した。引き続き工夫を重ね、魅力あるイベントにしていく必要があります。 
 令和７年に東京での開催を予定している世界陸上競技選手権大会と聴覚障害
を持つアスリートを対象とした国際総合スポーツ競技大会であるデフリンピッ
クは、更なるスポーツ振興の機会となります。主催団体と連携して大会の周知を
行うなど、機運を醸成する必要があります。 
 
 

令和 10 年度末の目標 

現状と課題 

みどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち 

戦略計画 21 
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１ 誰もがスポーツを楽しめる環境の充実【充実】 
石神井松の風文化公園を拡張し、フットサル・テニス兼用コートや、スケー

トボード等ができる広場を整備します。令和８年度の開設を目指します。 
総合体育館は、改築に向けて、新しい総合体育館に求められるニーズを把握

するとともに、施設の機能・規模や整備・管理運営に関する事業方式について
調査します。 

２ ユニバーサルスポーツの機会の充実【充実】 
障害のある方もない方もスポーツを楽しめるよう、パラリンピック種目とし

て注目されているボッチャの交流大会を充実し、ユニバーサルスポーツフェス
ティバルを地域に展開します。 

  障害のある方がスポーツを楽しめる環境を充実するため、パラスポーツを
支える指導員の育成に取り組むとともに、活用を図ります。 

３ 練馬こぶしハーフマラソンの魅力向上【充実】 
練馬こぶしハーフマラソンは、令和 5 年 5 月に新たに開園した練馬城址公

園を取り込んだコースを設定するなど、ランナーや沿道で応援する方に更に楽
しんでいただけるよう工夫を重ね、魅力ある大会を開催していきます。 

４ 世界陸上およびデフリンピック開催を見据えた取組【新規】 
令和７年に、世界陸上競技選手権大会およびデフリンピックが東京で開催さ

れます。大会の広報に協力するなど、主催団体と連携して大会の機運を醸成し
ていきます。 

  

5 年間の取組 


